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「大名駕籠作れる？」と会長に言われ「了解」と
言ったものの本物を見たことが無い。そこで
江戸東京博物館へ。すごいの一言に尽きる、匠
の総合芸術品だ。製作目標は①安価に、②軽く
に決定。高いと500万円もするという大名駕
籠、当方は２万円也。
総重量は20㎏（本物より35㎏軽い！）、材料は
木材、段ボールなどを使用し、骨董市なども活
用。４か月かけ完成。舞台上で照明を浴び、光
り輝く駕籠を見て「オオー」と感激！

令和元年公演『寺子屋』で
登場した大名駕籠！

だいみょう か　ご 令和元年に揚げた
「武田信玄」の凧

舞台に登場！

小道具係 談

「信玄公」の凧は、いわゆる「武者絵」凧で、図
柄や色彩のあでやかさで、相模凧の代表的
な絵柄のひとつです。かぶとや着物、背景の
配色に気を遣い製作しています。髪、ひげ、
眉などの毛は、専用の筆で何度も何度も書
き直しして完成させます。皆さん！青空の下
に集まりましょう。

相模凧いずみ保存会会長 談

岡津太鼓会長 談

　端午の節句に子どものすこやかな成長と五穀豊穣を願って大凧を
揚げる伝統文化です。凧揚げをした時に、「うなり」という装置が
ビィーンと鳴るのが相模凧の特徴です。竹を取って骨組みを作ると
ころから、絵を描いて凧揚げをするまですべて行います。例年は５月
５日に天王森泉公園付近の田んぼで凧揚げをしています。

　プロの指導を受けた役者（保存会員）が演じる歌舞伎ですが、見
どころはそれだけではありません。役者が使用する衣裳・小道具、
そして舞台の大道具も、保存会員がプロの指導を受けて制作した
ものを主に使用しており、市内唯一の「手作り歌舞伎」なんです！
例年は10月に定期公演を行っています。（今年度は中止です。）

　太鼓５団体、お囃子４団体が所属し、それぞれの団体が地域のおまつ
りやイベントなど、さまざまな場面で稽古の成果を披露しています。
曲調なども団体によってさまざまです。年に１回（６～７月頃開催）、全
団体が一堂に会する『太鼓・お囃子フェスティバル』は、圧巻です！

令和元年に揚げた「令和」凧が揚がるまで

調達してきた竹を、鉋で薄く
削って骨組みにします。
薄くすると、かなりしなります。

かんな

制作中・・・ 完成！

和太鼓＝打楽器！

泉伝統文化保存会
ロゴマーク

泉区の伝統文化とは？

胴が短く平らな太鼓。
打面より胴が長い
のでそう呼ばれる。

長胴太鼓
ながどう だいこ

平太鼓
ひらだいこ

縄・ボルト・ナットなどで
締めている。

締め太鼓
し だいこ

　　　　　　　　　　　興味のある人、活動の見学を希望される人は、
地域振興課区民事業担当(3階309窓口)まで、お問い合わせください。

区民事業担当　　800-2392　　800-2507

初心者も大歓迎！

泉区　伝統文化 検索

特 集

祭り囃子を聞くと、なんとなく心がウキウキ
してきます。コミカルに踊るお面を総称して
「ひょっとこ」と呼びますが、代表的な火吹男
（ひょっとこ）、大笑い、おかめなど、いろいろ
な種類があります。木彫りのお面は全てが手
作りのため、同じように見えても少しずつ表
情が違います。
踊り手はそれぞれ好みのお面があり、お面の
気持ちになって観客を楽しませます。

中田囃子保存会　会員 談

※市営地下鉄ブルーライン…10月15日まで　相鉄線…10月31日まで区役所担当職員 談

いしょう

ばやし

ご こく ほうじょう

和太鼓の魅力とは・・・
●楽譜がわからなくても太鼓はたたける。
　初心者でも親しみやすく、老若男女楽しめる。
●楽器がなくても練習できる。（バチ2本があ
　れば家で練習可能。座布団・クッションなど
　でできる）
●演奏する事により、血流アップ・感情が安定
　し、リラックス効果を高める。
●和太鼓は全身を使うため、
　運動不足解消に効果あり。　

　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、各保存会の一大イベントが中止となってしまいま
した。来年度は開催できることを願い、各保存会が前向きに活動に取り組めるよう、支援していきたいと
思います。

衣裳も可能な限り
手作り！
衣裳も可能な限り
手作り！

衣裳プランナーの先生に
指導を受けて製作した衣裳。

制作中・・・

令和元年に揚げた「令和」凧が揚がるまで

　泉区には、太鼓とお囃子、歌舞伎、相模凧という伝統的な
保存・継承・普及活動に取り組んでいます。この保存会は、
3つの団体で構成されています。各保存会の人に、それぞれ

文化が根付いています。それぞれの伝統文化について、「泉伝統文化保存会」が
「横浜いずみ歌舞伎保存会」「泉郷土芸能保存会」「相模凧いずみ保存会」という
の伝統文化を支え、盛り上げる“小道具”に対する思いを伺いました。

はやし さがみだこ

大笑い

おかめ

火吹男
(ひょっとこ)


